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１）研究に⾄るにあたった課題 

昨今、話題のドローンや電気⾃動⾞、宇宙探査⾞などに搭載されているモータの効率化、低騒⾳化に関
する研究を⾏っています。例えば、低速から⾼速までモータ⼀つで駆動できる仕組みである電気⾃動⾞
は、バッテリーの消費を減らす損失低減技術、モータが発する騒⾳を減らす騒⾳低減技術の開発が求めら
れます。そのため、モータの⼩型化、⾼効率・低損失化、低騒⾳化が重要であることに着⽬した開発研究
に取り組みました。 
２）研究⽬的 

モータが⾼速回転時に発⽣するエネルギー損失と振動を抑えた⾼効率・低騒⾳な⾼速回転モータの開
発を⽬指し、モータ内部の鉄⼼材料に使⽤される「極薄電磁鋼板」の詳細な磁気特性と磁気ひずみの測定
から、評価技術の確⽴を⾏います。 
３）研究概要 

これまで、モータの鉄⼼に使⽤される電磁鋼板の詳細な磁気特性（ベクトル磁気特性）と磁気ひずみ
（⼆次元磁気ひずみ）を測定可能な評価システムの構築を⾏ってきました。その成果を活⽤し、⾼速回転
モータ⽤鉄⼼材料として板厚が薄い「極薄電磁鋼板」を開発し、この「極薄電磁鋼板」に対応した評価シ
ステムの改良、⼩型３軸ひずみゲージの開発、⾼速回転を模擬した⾼周波測定の対応を⾏っています。 
 加えて、「極薄電磁鋼板」のベクトル磁気特性データに基づいた解析(シミュレーション)を⽤いて鉄⼼
形状設計を⾏い、⾼速回転モータ鉄⼼の低騒⾳化、低磁気ひずみ化も⾏っています。 
４）今後の展望 
・「極薄電磁鋼板」の⾼周波磁場下の詳細なベクトル磁気特性と⼆次元磁気ひずみの測定を⾏い、従来の
電磁鋼板の特性との⽐較から、その優位性を明らかにします。 
・⼆次元磁気ひずみの正確な測定のために、接触式な⼩型３軸ひずみゲージから⾮接触式ひずみ測定法
の確⽴を⾏います。 
・低損失⾼効率な⾼速回転モータの開発により、ドローンの航続距離の延⻑化などが期待されます。 

現在、国内で発電される電⼒の 60％をモータ(⼯業⽤機械や家電等)が消費しています。その電⼒の発
電には多くの化⽯燃料が使われており、資源を輸⼊に頼っている⽇本では、環境負荷の低減に向けモータ
の省電⼒化に加えて省スペース化、低騒⾳化が求められていると考えています。この研究開発により、⽕
星をはじめとする宇宙探索⽤ロボットに搭載される可能性も⾼く、宇宙開発に向けた⽇本のものづくり
産業の発展に貢献できるのではないかと考えています。 
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